
 

 

がん、感染症、難病、生活習慣病などに関する遺伝子とタンパク質などの網羅的研究研究のがん部門の

肺がん領域に関する研究として「肺腫瘍における体細胞遺伝子異常の解析に関する研究」を倫理委員会

の承認を得て実施しております。これまで研究の成果として、下記の論文報告を行ってまいりました。 
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「肺腫瘍における体細胞遺伝子異常の解析に関する研究」 

 

１．研究の対象 

2014年７月以降当院にて肺がん診断にて検査、治療をなされた方を対象としています。 

２．研究目的・方法 

肺がん関連の腫瘍遺伝子変異の有無、血液中の腫瘍由来ＤＮＡ等の解析を行い、肺がん症例の予後、治 

療成績、合併症発現などの検討を行うことが目的です。 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

研究に用いる使用は肺がん診断時の生検検体、液状検体、血液および手術検体などを利用させていただ

きます。生命予後、副作用、合併症などについての解析を行わせていただきます。 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも

患者さんに不利益が生じることはありません。申し出をいただいた時点で、既に学会や論文として発表

されている場合は取り消しができないこともあります。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   山梨県立中央病院 呼吸器内科 宮下義啓 

   〒400-8506 山梨県甲府市富士見一丁目 1番 1号 TEL：055-253-7111（代表） 

 

研究責任者： 

   山梨県立中央病院 呼吸器内科 宮下義啓 

            呼吸器外科 後藤太一郎 

 

 

 


